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決算議会
令和 6年度 保健所の老朽化に

ついて

市民から議会へ  請願・陳情・要望 ●11月以降の議会予定がん対策推進事業について

不登校児童への習い事支援に
ついて

　令和4年3月の厚生保健委員会で、「大
規模改修にするのか、改築を行うのか、
またほかの場所へ移転するのかといった
ような協議を進めていて、早い時期には

一定の方向性などを出して、計画スケジュールを決
めていきたい」と答弁しているが、今現在進んでい
ない。早急に進めるべきと意見。

めぐみ

　自宅での療養を希望する小児・若年が
ん患者さん向けの支援制度があるが、申
請時に窓口に行くか、郵送するしかなく、
保護者は大変な思いをして申請している。

　第３次がん対策推進計画では、申請者がいつで
も、どこからでも申請できるよう申請のオンライン
化を進め、申請者の時間及び書類作成にかかる時
間等を削減するとなっているので、早急に検討を進
めていくようにと意見した。

めぐみ

　昨年の7月、9月の給食室の温湿度の

調査結果をいただいた。

　空調が整備されていない等により、国

が定める学校給食衛生管理基準を満た

していない学校が101校、空調未整備の

配膳室は386室だった。こうした中で、給食員の健

康、食中毒の可能性への対応はどうか。

　私の他に他会派からも質疑があり、「議会全体
の指摘事項」として取り上げられ、「学校給食
室の空調・安全環境整備及び管理体制に
ついて」が議会からの指摘事項となった。

めぐみ

　経済的に困窮している状態は、子ども
が学校に行っていようが、行っていなく
ても、同じ状況。不登校児童でも支援が
受けられるように意見する。

＊習い事支援に学習塾も入っていて、学校以外の
学びの場も対象になっている。フリースクールやオ
ンライン授業はダメって不平等ではないか？

めぐみ

＜その他＞
請願

陳情

要望

＜まとめの意見＞

　市政に意見がある時、議会に誰でも（市民以外で
も）請願・陳情・要望を提出することができる。ただ
し、浜松市議会では郵送では取り上げない。直接、議
会事務局に持参する。

浜松市議会議員の紹介が必要。
提出された請願は、所管の委員会で審査され、最終
的には本会議で採択・不採択が決定する。採択され
た請願は、市長等の執行機関に送付され、執行機関
はその請願に対応をしていく。

議員の紹介がなくても提出することができる。
陳情が提出された場合は、直接所管の委員会で審
査し、採択・不採択が決定。
採択した陳情は、請願と同様に市長等の執行機関に
送付される。

所管する委員会において審査するが、結論は出さな
い扱いで「聞きおく」。
＊結論を出さないが、浜松市議会では丁寧な議論
をしている。

4日（木）
5日（金）
8日（月）
9日（火）
　
10日（水）
17日（水）

全員協議会、代表質問
一般質問
一般質問
一般質問 ＊午後2時ごろから
　　　　　   めぐみ一般質問
常任委員会
全員協議会
本会議（11月議会最終日）

10日（月）
13日（木）
20日（木）
　
28日（金）

常任委員会
全員協議会
本会議（11月議会初日）
常任委員会
全員協議会、本会議

＊昨年度、学校薬剤師、学校給食員から、給食室、配
膳室の暑さが心配との声をいただいたことを受け
ての質疑となった。

そのほか、障害者差別の相談件数、自殺対策推進事
業、農業と観光との連携、天竜区の子育て支援、障害
児のはますくヘルパー利用、大平台にあるエコハウ
スの今後、農業体験と観光、外国人留学生就職支援
の後追い、ICT企業誘致戦略の人材確保や大学や専
門学校の連携、スタートアップ事業、医療的ケア児受
け入れ状況と課題、いじめ対応などについての質
疑・意見した。

商業、農業、観光は一緒にできることはあるのに、
ホームページやマップなども、バラバラとなってい
る。検討の余地あり。
スタートアップ地域連携事業は、市内の企業優先に
舵を切った。委託先などもできるところは、市内の企
業を優先としていただいて、まちの産業振興を進め
ていただくようにと意見した。

【教育支援課】
　不登校児童がフリースクールやオンライン授業に
習い事支援を使えないのはなぜかとの質疑に対して、
学校以外の学びの場は対象外にしているとの答弁。

学校給食室の暑さ対策について ＜地方公共団体の仕組み＞二次代表制　

11月

12月

選挙選挙 市民の
声を聴く

行政サービス
を行う

条例・予算の議決
決算認定、付帯議決

市町の不信任決議

議案提出、議決の再議

議会の解散

「あなたの人生をかわりに生きてくれる人はいないわ。」ドリー・パートン2
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